
電話 0555-25-2121、ＦＡＸ0555-20-2015、Ｅメール gikai@town.n i sh ikatsura.yamanash i.jpまで
インターネットで議会を傍聴して下さい。http://www.town.nishikatsura.yamanashi . jp/gikai/あなたの声を議会に！

平成16年10月27日発行

いっぱい入るかな？

VOL.

45西桂町

町民一人あたりこのように使われました 

　　　　　　　平成15年度一般会計決算 

町民一人あたりこのように使われました 

　　　　　　　平成15年度一般会計決算 

町民一人あたりこのように使われました 

　　　　　　　平成15年度一般会計決算 

町民一人あたりこのように使われました 

　　　　　　　平成15年度一般会計決算 3P

尾尻農道支線新設工事を延長・10月中に着手

15年度の7会計決算額 …………………………………

6P

7P

地域で活躍する団体を訪ねて
読み聞かせの会だるまちゃん 11Ｐ

議会だより議会だより



点
と
な
る
中
学
校
新
校
舎
建

設
事
業
が
完
了
し
、
町
の
新

し
い
シ
ン
ボ
ル
と
な
り
ま
し

た
。
町
長
、
教
育
長
を
始
め

と
す
る
関
係
各
位
の
ご
労
苦

に
対
し
、
改
め
て
敬
意
と
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
大
型
の
普
通
建
設

事
業
実
施
に
伴
う
地
方
債
借

入
額
の
増
加
な
ど
、
将
来
に

わ
た
る
財
政
負
担
の
増
が
、

心
配
さ
れ
ま
す
。

基
金
の
活
用
や
、
市
中
金

融
機
関
か
ら
の
借
入
分
に
つ

い
て
の
一
括
償
還
等
、
町
債

残
高
の
削
減
に
向
け
た
取
り

組
み
の
検
討
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

最
後
に
、
前
田
町
長
の
提

唱
す
る
「
第
２
次
活
・
活
西

桂
」
の
建
設
に
向
け
て
、
町

長
以
下
全
職
員
の
創
意
工
夫

と
さ
ら
な
る
ご
努
力
を
い
た

だ
け
ま
す
よ
う
、
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

平
成
15
年
度
一
般
会
計
決

算
は
、
歳
入
総
額
26
億
１
千

４
３
６
万
５
千
１
３
９
円
、

歳
出
総
額
25
億
２
千
３
６
０

万
２
千
36
円
と
、
昨
年
度
比
、

歳
入
で
８
・
３
％
、
歳
出
で

７
・
７
％
の
増
加
と
な
る
超

大
型
決
算
で
す
。

特
徴
と
し
て
、
町
税
収
納

率
が
88
・
３
％
と
、
昨
年
度

を
２
・
６
％
も
上
回
っ
た
点

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
職
員
の

皆
様
に
は
、
今
後
も
収
入
未

済
額
や
不
納
欠
損
額
の
削
減

に
向
け
て
全
庁
一
丸
と
な
っ

た
、
さ
ら
な
る
ご
尽
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

平
成
15
年
度
は
、
21
世
紀

に
生
き
る
人
間
づ
く
り
を
目

指
し
た
新
し
い
時
代
の
学

校
、
町
民
の
生
涯
学
習
の
拠

法
を
改
善
し
、
３
〜
５
％
の

健
全
な
実
質
収
支
比
率
に
近

づ
け
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

経
常
収
支
比
率
は
70
％
程

度
が
妥
当
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
72
・
６
％
と
大
き

く
上
回
っ
て
お
り
財
政
構
造

の
弾
力
性
を
失
い
つ
つ
あ
る

と
思
い
ま
す
。
前
年
度
比

２
・
０
％
上
回
り
、
要
因
と

し
て
は
扶
助
費
、
公
債
費
、

普
通
建
設
事
業
が
大
き
か
っ

た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

公
債
費
比
率
は
10
％
を
超

え
な
い
こ
と
が
望
ま
し
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
当
町
に

お
い
て
は
、
８
・
７
％
と
な

っ
て
お
り
問
題
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

②
町
債
残
高

平
成
15
年
度
町
債
残
高
は
、

一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
合

わ
せ
て
34
億
８
千
８
９
３
万

７
千
円
で
前
年
度
と
比
べ
４

億
７
千
３
０
３
万
８
千
円
増

加
し
て
お
り
、
財
政
上
厳
し

い
状
況
に
あ
る
と
思
わ
れ
ま

一
般
会
計
他
６
会
計
の
決

算
審
査
の
結
果
、
関
係
諸
帳

簿
並
び
に
諸
書
類
等
符
合
し
、

間
違
い
な
く
適
正
に
執
行
さ

れ
て
お
り
、
財
務
事
務
も
正

し
く
処
理
さ
れ
て
い
る
も
の

と
認
め
、
今
後
な
お
一
層
の

努
力
を
要
望
い
た
し
ま
し
た
。

監
査
に
基
づ
い
て
の
意
見

①
財
政
状
況

財
政
力
指
数
は
自
主
財
源

の
柱
で
あ
る
町
税
の
収
納
率

が
職
員
の
努
力
に
よ
り
対
前

年
度
比
２
・
６
％
の
増
と
な

っ
た
こ
と
か
ら
、
０
・
３
４

７
と
対
前
年
度
比
０
・
０
０

９
上
回
り
ま
し
た
。

実
質
収
支
比
率
は
７
・

２
％
で
対
前
年
度
比
１
・

４
％
上
回
り
ま
し
た
。
今
後

は
、
決
算
見
込
額
調
査
の
方
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一
般
会
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賛
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論

監
査
委
員
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告
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後
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収
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今
後
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努
力
を 

宮下友義 議員

平成16年9月定例会本会議

歳入 26億1千436万5千139円 歳出 25億2千360万2千036円

す
。
こ
れ
に
は
臨
時
財
政
対

策
債
３
億
９
千
２
４
０
万
円

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

③
町
税

町
税
の
調
定
額
に
対
す
る

収
入
率
は
88
・
３
％
で
、
前

年
度
と
比
べ
２
・
６
％
増
加

し
て
い
ま
す
が
、
収
入
未
済

額
・
不
納
欠
損
額
は
高
額
で

あ
り
憂
慮
す
べ
き
状
況
で
す
。

不
納
欠
損
額
の
解
消
に
な
お

一
層
の
努
力
を
望
み
ま
す
。

④
性
質
別
歳
出
の
状
況

14
年
度
か
ら
の
継
続
事
業

と
し
て
中
学
校
建
設
事
業
を

行
っ
た
た
め
、
投
資
的
経
費

は
補
助
事
業
費
が
対
前
年
度

比
１
１
７
・
３
％
増
と
な
り

ま
し
た
。
今
後
維
持
管
理
経

費
の
増
嵩
は
避
け
ら
れ
な
い

と
考
え
ま
す
。

⑤
特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
税
の
収
納

率
は
良
好
と
は
い
え
ず
、
収

入
未
済
額
の
解
消
に
一
層
の

努
力
を
要
望
し
ま
し
た
。
収

入
未
済
額
回
収
促
進
の
た
め

強
力
な
徴
収
対
策
が
急
務
で

あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

老
人
保
健
拠
出
金
は
年
々

増
加
傾
向
に
あ
り
国
保
会
計

Ａ



Ｃ Ｂ
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を
圧
迫
す
る
事
態
と
な
っ
て

い
ま
す
。
早
急
に
老
人
健
康

対
策
等
の
保
健
事
業
を
総
合

的
に
実
施
す
る
必
要
が
あ
ろ

う
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

三
ツ
峠
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

特
別
会
計

今
後
の
取
組
課
題
と
し
て
、

一
層
の
健
全
運
営
を
要
望
す

る
と
同
時
に
、
利
用
者
の
ニ

ー
ズ
に
応
え
る
よ
う
努
力
を

お
願
い
し
ま
し
た
。
顧
客
・

業
者
管
理
と
事
務
管
理
の
徹

底
も
要
望
し
ま
し
た
。

簡
易
水
道
・
下
水
道

特
別
会
計

下
水
道
は
柿
園
地
域
の
一

部
供
用
開
始
と
な
る
の
で
、

早
急
に
受
益
者
へ
啓
蒙
し
加

入
世
帯
の
増
加
策
を
一
層
推

進
す
る
こ
と
を
要
望
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

⑥
財
務
事
務
監
査

支
出
伝
票
事
務
に
つ
い
て
、

平
成
16
年
度
よ
り
財
務
会
計

シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
る
と

の
こ
と
で
す
が
、
入
力
に
際

し
て
細
心
の
注
意
を
払
い
、

財
務
規
則
に
よ
り
迅
速
か
つ

正
確
な
事
務
処
理
を
行
っ
て

ほ
し
い
と
い
う
要
望
を
し
ま

し
た
。

町民一人あたり
このように
使われました

平成15年度

一般会計決算

物 件 費

8万0千471円

事務経費一般、臨時職
員賃金、業務委託料等

そ の 他

4万2千531円
維持補修費、積立金
繰出金、投資出資金等

人 件 費

7万4千488円

主に常勤の職員の給与
町長、議員及び
各種委員等の報酬

公 債 費

3万5千322円

毎年度、償還すべき
町債の元金、利子

投資的経費

20万7千971円

町の借金総額

34億8千893万7千円

町民一人あたり

70万1千858円

大型備品の購入
町道水路
建物の建設 等

扶 助 費

1万9千677円

施設措置費、福祉手当
医療費助成、敬老年金

補助費等

4万7千204円

他市町村との広域業務
負担、各種団体への
補助等

町の貯金総額

13億1千142万7千円

町民一人あたり

26万3千816円

（土地を除く）

うち国・県が賄う額　7千632円
実質一人あたり　 2万7千690円（ ）

うち国・県が賄う額 49万5千200円
実質一人あたり 20万6千658円（ ）

（特別会計を含む）



受
診
さ
れ
た
の
か
実
績
を
教

え
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
の
考

え
は
。

住
民
福
祉
課
長

各
種
検
診

に
つ
い
て
は
個
人
負
担
金
を

い
た
だ
く
中
で
実
施
し
て
お

り
、
対
象
者
の
う
ち
約
30
％

の
方
が
受
診
さ
れ
て
い
ま
す
。

住
民
福
祉
課

生
活
習
慣
病

検
診
に
つ
い
て
は
７
月
と
10

月
に
実
施
し
、
５
４
４
名
の

受
診
が
あ
り
ま
し
た
。
胃
が

ん
検
診
に
つ
い
て
は
３
４
８

人
、
肺
が
ん
検
診
は
７
４
２

人
、
花
の
実
年
検
診
は
90
人
、

そ
の
他
１
’
５
１
４
人
、
合

計
２
’
６
９
５
人
の
受
診
が

あ
り
ま
し
た
。

住
民
福
祉
課
長

働
き
ざ
か

－4－

り
花
の
実
年
検
診
に
つ
い
て

は
35
歳
か
ら
65
歳
ま
で
の
方

に
つ
い
て
５
歳
お
き
に
対
象

と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も

引
き
続
い
て
個
人
通
知
等
で

勧
誘
を
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

問

ふ
れ
あ
い
ペ
ン
ダ
ン
ト

の
現
在
の
利
用
状
況
と
今
後

の
課
題
、
改
善
点
に
つ
い
て

の
考
え
は
。

住
民
福
祉
課
長

現
在
ま
で

に
７
件
の
設
置
が
あ
り
、
一

人
暮
ら
し
老
人
で
か
つ
虚
弱

の
方
に
対
し
て
民
生
委
員
か

ら
の
報
告
に
よ
り
設
置
し
て

い
ま
す
。
今
後
は
セ
ン
サ
ー

等
の
導
入
も
検
討
し
て
い
ま

す
。

利用者が少ない郷土公園

問

固
定
資
産
税
に
つ
い
て

現
在
１
千
２
０
０
万
円
余
り

の
未
収
入
分
が
あ
る
が
、
徴

収
に
一
段
の
努
力
を
要
望
す

る
。
見
解
を
示
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

総
務
課

税
の
公
平
性
を
考

え
た
場
合
に
や
は
り
滞
納
処

分
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
今
後
に
お
い
て
も
資
産

調
査
な
ど
を
し
て
差
し
押
さ

え
、
あ
る
い
は
差
し
押
さ
え

以
前
で
納
税
が
さ
れ
る
よ
う

な
方
向
で
進
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

意
見

引
き
続
い
て
固
定
資

産
税
に
限
ら
ず
、
他
の
各
税

に
対
し
て
未
収
、
欠
損
が
少

な
く
な
る
よ
う
に
さ
ら
な
る

努
力
を
お
願
い
す
る
。

問

郷
土
公
園
と
さ
く
ら
公

園
の
土
地
借
上
料
が
合
計
２

０
０
万
円
ほ
ど
支
出
さ
れ
て

い
る
が
、
財
政
厳
し
い
折
、

買
収
と
か
賃
借
料
を
安
く
し

て
も
ら
う
と
か
の
方
策
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

建
設
課
長

平
成
16
年
度
は

前
年
度
と
同
様
の
額
で
す
が
、

平
成
17
年
度
か
ら
は
２
名
の

方
と
の
交
渉
に
よ
り
減
額
と

な
る
見
込
み
で
す
。

町
長

町
と
し
て
は
で
き
る

だ
け
早
く
要
ら
な
い
と
こ
ろ

は
返
し
た
り
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
維
持

管
理
費
が
賃
借
料
よ
り
ず
っ

と
か
か
り
ま
す
の
で
、
特
に

郷
土
公
園
の
場
合
は
ほ
と
ん

ど
利
用
者
が
い
な
い
と
い
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
縮

小
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

問

児
童
手
当
に
つ
い
て
は

小
学
校
三
年
生
ま
で
拡
充
さ

れ
る
と
の
説
明
だ
が
、
今
後

の
状
況
、
予
定
は
。

住
民
福
祉
課
長

現
在
の
も

の
に
小
学
校
一
年
生
か
ら
小

学
校
三
年
生
ま
で
の
児
童
が

追
加
と
な
る
も
の
で
、
延
べ

２
５
７
人
が
対
象
で
す
。
一

子
、
二
子
が
５
千
円
、
三
子

以
降
に
は
１
万
円
が
支
給
と

な
り
ま
す
。

問

各
種
検
診
委
託
が
あ
る

が
、
ど
れ
く
ら
い
の
人
数
が

利用者の少ない郷土公園
財政厳しい折、縮小を検討

９月定例会・連合審査会

平
成
15
年
度
一
般
会
計
決
算

﹇
条
例
﹈
１
件

議
案
37

西
桂
町
老
人
医
療
費
助

成
金
支
給
条
例
の
一
部
改
正

○
県
の
要
綱
が
改
正
さ
れ
た
こ
と

に
伴
う
改
正
で
す
。

﹇
補
正
予
算
﹈
５
件

平
成
16
年
度
各
会
計
補
正
予
算

○
別
記
説
明

﹇
決
算
﹈
７
件

平
成
15
年
度
各
会
計
決
算

○
別
記
説
明

﹇
同
意
案
件
﹈
３
件

同
意
２

公
平
委
員
会
委
員
選
任

に
つ
き
同
意
を
求
め
る

同
意
３

教
育
委
員
会
の
委
員
の

任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め
る

同
意
４

教
育
委
員
会
の
委
員
の

任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め
る

9
月
定
例
会

審
議
案
件

山崎　誠 委員永井信子 委員郷田盛直 委員
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水道施設新設改良のための
町民理解を得る努力を

問

借
入
金
の
返
済
方
法
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

水
道
課

５
年
据
置
の
30
年

償
還
と
な
り
ま
す
。

問

利
率
は
ど
れ
く
ら
い
で

交
付
税
算
入
は
あ
る
の
か
。

ま
た
現
在
の
地
方
債
残
高
と

返
済
計
画
は
。

水
道
課
長

利
率
は
２
・
１

％
で
、
交
付
税
算
入
は
あ
り

ま
せ
ん
。
地
方
債
は
平
成
15

年
度
末
現
在
で
２
億
５
千
53

万
１
千
円
あ
り
、
30
年
償
還

で
返
済
し
ま
す
。

意
見

た
い
へ
ん
な
現
状
を

町
民
の
皆
様
に
少
し
で
も
理

解
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

努
力
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

水
道
課
長

広
報
等
で
町
民

へ
の
周
知
徹
底
を
し
ま
す
。

町
長

簡
易
水
道
は
一
切
補

助
金
が
つ
か
な
い
と
こ
ろ
を
、

防
衛
庁
に
お
願
い
し
て
の
工

事
で
す
。

問

修
繕
料
は
漏
水
だ
け
か
。

ま
た
ど
れ
ほ
ど
の
漏
水
か
。

水
道
課
長

ポ
ン
プ
の
修
理

も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
漏
水

率
は
36
％
で
す
。

問

田
ん
ぼ
に
取
り
出
し
口

を
付
け
た
所
が
あ
る
か
。
ま

た
基
本
料
金
の
集
金
は
。

水
道
課
長

何
ヶ
所
か
あ
り
、

集
金
も
し
て
い
ま
す
。

意
見

畑
に
メ
ー
タ
ー
器
の

付
い
て
い
な
い
所
は
厳
し
く

管
理
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

町
長

塩
素
代
や
ポ
ン
プ
ア

ッ
プ
の
電
気
代
も
あ
る
の
で
、

漏
水
も
困
る
し
、
た
だ
で
使

わ
れ
て
も
非
常
に
困
り
ま
す
。

建
設
課
長

水
道
本
管
近
く

の
工
事
を
す
る
と
付
け
て
ほ

し
い
と
い
う
要
望
が
よ
く
あ

り
ま
す
が
、
水
道
課
に
行
っ

て
メ
ー
タ
ー
器
で
権
利
を
買

っ
て
じ
ゃ
な
け
れ
ば
付
け
な

い
と
の
説
明
を
し
て
い
ま
す
。

意
見

盗
水
、
漏
水
等
を
未

然
に
防
い
で
一
般
会
計
か
ら

で
き
る
だ
け
繰
入
を
し
な
い

で
済
む
こ
と
を
考
え
て
い
た

だ
き
た
い
。

問

水
質
検
査
委
託
は
金
額

が
高
い
が
、
ど
う
い
う
水
質

検
査
で
ど
こ
の
業
者
に
委
託

し
た
の
か
。

水
道
課
長

浄
水
の
毎
月
検

査
と
、
フ
ッ
素
、
ト
リ
ク
ロ

ロ
エ
チ
レ
ン
、
プ
リ
プ
ト
ロ

ポ
リ
ジ
ウ
ム
等
で
、
社
団
法

人
の
環
境
科
学
検
査
セ
ン
タ

ー
に
委
託
し
ま
し
た
。

９月定例会は平成16年９月10日に

招集され、同日に本会議、この後会期

中に連合審査会、本会議が開催され、

15日間の会期をもって、24日に閉会

いたしました。

町長より条例１件、補正予算５件、

決算７件、同意３件が提案され、全て

の議案が原案のとおり可決・承認・同

意されました。

平
成
15
年
度
下
水
道
会
計
決
算

問

下
水
道
会
計
の
雑
入
を
、

雑
入
と
書
か
ず
に
消
費
税
還

付
金
と
明
記
で
き
な
い
か
。

総
務
課
長

予
算
書
は
地
方

自
治
法
施
行
令
に
準
拠
し
て

作
成
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

理
解
下
さ
い
。

問

下
水
道
事
業
債
は
起
債

に
対
し
て
45
％
の
交
付
税
バ

ッ
ク
が
あ
る
と
い
う
こ
と
か
。

水
道
課
長

そ
の
と
お
り
で

す
。

意
見

下
水
道
は
い
く
ら
お

金
が
か
か
っ
て
も
環
境
問
題

だ
か
ら
良
い
に
越
し
た
こ
と

は
な
い
が
、
公
共
下
水
道
へ

の
接
続
、
下
水
道
料
金
の
支

払
等
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
独
立

採
算
が
原
則
な
の
で
た
い
へ

ん
厳
し
い
か
と
思
う
が
、
意

気
込
み
と
か
見
解
を
お
聞
か

せ
願
い
た
い
。

水
道
課
長

今
後
経
費
が
か

か
る
の
で
、
加
入
促
進
に
努

め
、
財
源
確
保
に
努
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

意
見

事
業
費
も
大
変
多
く
、

町
民
の
理
解
を
得
る
の
が
困

難
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ

の
点
を
理
解
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

着々と進む下水道工事

✏✏✏✏✏✏✏✏✏✏✏✏✏✏✏✏✏✏✏✏✏✏✏✏✏✏✏✏✏✏✏✏✏✏✏✏✏✏✏✏✏✏✏✏✏✏✏✏✏✏✏✏✏✏✏

平
成
15
年
度
簡
易
水
道
会
計
決
算

平成15年度　一般会計決算ほか
全議案が全員賛成で原案可決される

９月定例本会議・連合審査会
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○児童手当給付経費の追加　　　　　　　　　　788万5千円
児童手当の支給範囲が小学３年生まで拡大されたことによる追加計上です。

○尾尻農道支線新設工事費の追加　　　　　 750万円
県補助金の増額を受けて、当初予定した延長８０ｍに、４８ｍ追加して施工するための経費です。

○地方債利子償還金の追加　　　　　　　　　　853万5千円
平成15年度に借入を行った地方債の利子確定に伴う計上です。

○退職者医療交付金返還金、一般会計繰出金の追加 76万5千円
過年度に超過して交付された退職者医療費交付金の返還分及び前年度一般会計からの繰入金清算です。

○一般会計繰出金の追加　　　　　　　　　　　350万1千円
前年度一般会計からの繰入金清算です。

○国庫支出金等償還金、一般会計繰出金の追加　200万4千円
過年度に超過して交付された支払基金交付金や県負担金の清算及び前年度一般会計からの繰入金清算

です。

○町単配水管布設工事費の追加　　　　　 １千52万5千円
県からの負担金を受けて、下暮地地区の老朽管を更新する工事費の計上です。

補　　正　　額 補正後の予算総額

議案38 一般会計3号補正 4千560万円 18億4千77万9千円

議案39 国民健康保険会計1号補正 76万5千円 3億9千537万1千円

議案40 老人保健法会計2号補正 350万1千円 3億8千485万4千円

議案41 介護保険会計1号補正 200万4千円 1億8千792万3千円

議案42 簡易水道会計1号補正 1千102万5千円 1億2千240万6千円

会 計 名

育
ち
学
ぶ
環
境
づ
く
り

「
教
育
施
設
の
充
実
と
地

域
開
放
の
推
進
」
で
す
が
、

中
学
校
の
前
庭
の
舗
装
や
門

扉
の
取
り
付
け
等
の
工
事
は

10
月
中
に
は
全
て
終
了
し
ま

す
。
ま
た
、
中
学
校
の
諸
施

設
の
地
域
開
放
に
つ
い
て

も
、
図
書
室
の
開
放
を
８
月

28
日
か
ら
実
施
し
ま
し
た
。

活
力
づ
く
り

「
都
市
部
と
の
交
流
に
資

す
る
農
林
業
振
興
」
に
つ
い

て
で
す
。
有
害
鳥
獣
駆
除
に

つ
い
て
は
、
富
士
吉
田
市
・

都
留
市
・
西
桂
町
・
富
士
河

口
湖
町
地
域
に
お
い
て
被
害

対
策
指
定
モ
デ
ル
地
区
と
し

て
、
各
市
町
の
自
治
会
単
位

で
１
地
区
を
指
定
す
る
こ
と

で
県
関
係
機
関
と
の
協
議
が

整
い
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
づ
く
り

「
農
業
基
盤
の
整
備
」
で

す
が
、
尾
尻
農
道
支
線
新
設

工
事
に
つ
い
て
は
、
県
の
補

助
金
の
増
額
が
出
来
た
の
で
、

道
路
延
長
を
延
ば
し
、
尾
尻

地
区
の
土
地
利
用
の
促
進
を

早
期
に
実
施
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
工
事
に
つ
い

て
は
、
10
月
中
に
着
手
す
る

予
定
で
す
。

都
市
づ
く
り

ま
ず
、
「
狭
隘
な
道
路
及

び
橋
梁
の
改
良
・
整
備
」
に

つ
い
て
で
す
が
、
保
育
所
裏

道
路
拡
幅
に
つ
い
て
は
、
現

在
の
道
路
巾
よ
り
約
２
・
０

ｍ
広
げ
る
た
め
の
工
事
費
を

新
た
に
計
上
し
、
狭
隘
な
道

路
の
解
消
を
図
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
町
道
宮
下
中

野
線
に
つ
い
て
も
、
10
月
に

は
工
事
に
着
手
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
中
学
校
裏
埋

立
地
の
道
路
付
替
え
事
業
の

た
め
の
測
量
設
計
費
を
新
た

に
計
上
し
、
道
路
整
備
を
計

９月定例・補正予算の主な内容

大勢の生徒でにぎわう中学校図書館

尾
尻
農
道
支
線
新
設
工
事
を
延
長

10
月
中
に
着
手

前田町長
所信表明
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会 計 名

承認７ 一 般 会 計 9千076万3千103円 687万5千000円 8千388万8千103円
歳入歳出決算差引 繰越明許費繰越額 実 質 収 支 額

（活・活重点施策区分）［主な事業と決算額］ （歳 出 総 額）（カッコ内予算計上額）

会 計 名

承認８　国民健康保険特別会計

承認９　老人保健法特別会計

承認10 介 護保険特別会計

承認11 グリーンセンター特別会計

承認12 簡 易水道特別会計

承認13 下 水 道 特 別 会 計

4億1千367万7千818円
4億1千408万7千362円
1億7千340万7千619円
6千621万6千850円

3億1千123万9千139円
2億5千368万9千707円

4億0千668万3千721円
3億8千846万5千970円
1億6千714万9千015円
6千494万2千793円

3億0千573万9千116円
2億4千357万1千163円

699万4千097円
2千562万1千392円
625万8千604円
127万4千057円
550万0千023円

1千011万8千544円

歳 入 総 額 歳 出 総 額 歳入歳出決算差引

繰越明許費繰越額　708万0千円 実質収支額　303万8千544円

○自然との共生づくり　　　　　　　　　　　　2千184万9千円（2千312万7千円）
ゴミ収集事業［1千537万2千円］、合併処理浄化槽設置整備補助事業［526万8千円］

○コミュニティづくり　　　　　　　　　　　　6千404万1千円（6千484万0千円）
各種保健事業［3千294万4千円］、延長保育事業［491万1千円］、一時保育促進基盤・障害児保育事業［279万4千円］
児童館開放［588万8千円］、高齢者生きがい対策事業［1千049万4千円］、在宅サービス（居宅生活支援）［284万5千円］

○育ち学ぶ環境づくり　　　　　　　　　　 8億6千637万2千円（8億7千100万0千円）
中学校校舎建設［8億3千719万7千円］、小学校校舎整備事業［260万2千円］、インターネット情報教育の推進［1千800万8千円］
英語助手の活用［345万5千円］、生涯学習事業［197万8千円］、生涯スポーツの普及［148万3千円］

○活力づくり　　　　　　　　　　　　　　　　5千120万7千円（5千150万8千円）
商工会補助［650万0千円］、織物工業協同組合補助［490万0千円］、三ツ峠グリーンセンター運営管理事業［3千382万3千円］

○ふるさとづくり　　　　　　　　　　　　　　2千915万2千円（3千233万4千円）
桜の里管理事業［104万6千円］、保全松林緊急保護整備事業［177万0千円］、農道長命橋３号線新設事業［2千633万6千円］

○都市づくり　　　　　　　　　　　　　 4億4千578万7千円（4億7千015万7千円）
町単道路整備事業［1千793万0千円］、入田団地浴室改修事業［787万5千円］、西桂町簡易水道整備事業［2億1千371万8千円］
西桂町公共下水道整備事業［1億5千273万5千円］、防災体制整備事業［4千830万7千円］

○参加と連携づくり　　　　　　　　　　　 3千005万6千円（3千039万4千円）
国際交流［206万3千円］、西桂町総合行政システム化事業［1千874万7千円］、合併研究調査会［289万2千円］
ふるさと夏まつり事業［350万0千円］、情報公開事業の展開［236万4千円］

画
的
に
進
め
て
い
く
所
存
で

す
。
ま
た
、
今
年
８
月
に
町

の
道
路
建
設
を
推
進
す
る
た

め
西
桂
町
道
路
建
設
委
員
会

を
要
綱
で
定
め
ま
し
た
。

続
い
て
、
「
簡
易
水
道
事

業
の
推
進
と
経
営
の
強
化
」

に
つ
い
て
で
す
。
12
時
間
給

水
を
行
う
第
２
新
高
区
配
水

池
建
設
に
向
け
て
、
現
在
、

横
浜
防
衛
施
設
局
と
事
業
計

画
の
協
議
を
し
て
お
り
ま
す
。

続
い
て
、
「
公
共
下
水
道

事
業
の
推
進
」
に
つ
い
て
で

す
。
本
年
度
よ
り
一
部
供
用

開
始
と
な
り
、
加
入
促
進
を

図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
32

世
帯
中
16
世
帯
が
加
入
し
、

接
続
率
は
50
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。

続
い
て
、
「
地
域
防
災
の

推
進
」
に
つ
い
て
で
す
。
防

災
体
制
整
備
事
業
で
す
が
、

東
海
地
震
に
関
す
る
情
報
発

表
が
見
直
さ
れ
た
こ
と
を
踏

ま
え
、
震
度
６
弱
を
想
定
し

総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。
な
お
、
東
海
地
震
に

関
す
る
事
前
対
策
計
画
の
大

幅
な
見
直
し
に
よ
り
、
県
地

域
防
災
計
画
の
修
正
が
な
さ

れ
て
お
り
、
町
で
も
平
成
９

年
度
に
策
定
し
た
地
域
防
災

計
画
の
修
正
と
富
士
山
火
山

防
災
を
考
慮
し
て
の
原
案
作

成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

参
加
と
連
携
づ
く
り

ま
ず
、
「
国
際
理
解
の
推

進
」
に
つ
い
て
で
す
。
去
る

８
月
11
日
か
ら
３
泊
４
日
で

実
施
し
た
環
太
平
洋
学
生
キ

ャ
ン
プ
事
業
に
つ
い
て
は
、

海
外
学
生
キ
ャ
ン
パ
ー
11
名

を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
い
た

ご
家
庭
の
皆
様
、
教
員
の
皆

様
に
は
、
ご
理
解
と
ご
協
力

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

続
い
て
、
「
町
民
主
役
の

体
制
整
備
」
に
お
け
る
恒
例

の
三
つ
峠
ふ
る
さ
と
夏
ま
つ

り
で
す
が
、
特
に
今
年
は
、

帰
省
し
た
人
た
ち
が
、
立
派

な
中
学
校
の
新
校
舎
に
驚
き

の
声
を
上
げ
て
い
た
の
が
印

象
的
で
し
た
。

最
後
に
、
市
町
村
合
併
に

つ
い
て
で
す
。
町
の
将
来
を

決
め
る
最
重
要
課
題
で
す
の

で
、
私
と
し
て
は
、
議
会
と

も
協
議
し
、
民
意
を
反
映
す

る
な
か
で
慎
重
に
進
め
る
所

存
で
す
。

平成15年度の７会計決算額
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全
６
特
別
会
計
の

財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
審
議

問

老
人
保
健
法
特
別
会
計

の
各
年
度
に
お
け
る
対
象
人

口
は
割
り
出
し
て
あ
る
の
か
。

企
画
振
興
課
長

15
年
度
が

６
４
１
人
、
16
年
度
が
６
１

２
人
、
19
年
度
が
５
５
０
人
、

20
年
度
が
５
７
１
人
で
算
定

し
て
い
ま
す
。

問

簡
易
水
道
に
お
い
て
平

成
19
年
度
に
水
道
料
の
10
円

値
上
げ
を
想
定
し
て
算
出
し

て
い
た
が
、
現
在
の
町
と
周

辺
の
市
町
村
と
の
水
道
料
金

の
比
較
は
し
て
い
る
の
か
。

企
画
振
興
課
長

近
隣
市
町

村
と
の
料
金
比
較
は
し
て
い

ま
せ
ん
。

意
見

近
隣
市
町
村
と
の
料

金
比
較
こ
そ
が
市
町
村
合
併

の
調
査
に
絡
ん
で
重
要
な
指

標
に
な
る
と
思
う
の
で
、
調

べ
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
金

額
も
大
変
大
き
く
、
今
後
の

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
慎

重
に
取
り
扱
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。

水
道
課
長

事
業
計
画
に
つ

い
て
は
平
成
43
年
度
完
了
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

問

以
前
、
起
債
の
返
済
を

水
道
料
の
値
上
げ
に
よ
り
行

う
と
聞
い
た
が
。

水
道
課
長

一
般
会
計
か
ら

の
繰
入
を
し
な
く
て
も
で
き

る
数
字
と
い
う
の
は
水
道
料

金
を
70
円
＋
消
費
税
と
し
た

場
合
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

問

現
在
下
水
道
へ
の
加
入

率
は
50
％
と
い
う
こ
と
だ
が
、

残
り
の
未
加
入
者
に
つ
い
て

は
ど
う
指
導
し
て
い
く
つ
も

り
か
。

水
道
課
長

現
在
、
１
軒
あ

た
り
延
べ
10
回
以
上
担
当
と

私
で
各
家
庭
を
廻
っ
て
お
り
、

加
入
率
70
％
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

問

グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
は
５
年
後
も
６
５
０

万
円
以
上
の
繰
入
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
だ
が
、

赤
字
解
消
の
た
め
の
考
え
は
。

企
画
振
興
課
長

赤
字
削
減

の
対
策
と
し
て
は
、
他
市
町

村
の
成
功
例
を
情
報
収
集
し
、

今
後
検
討
、
分
析
を
し
て
い

く
つ
も
り
で
す
。
繰
入
金
が

０
円
に
な
れ
ば
非
常
に
い
い

わ
け
で
す
が
、
町
民
へ
の
２

割
軽
減
等
も
踏
ま
え
て
厳
し

い
状
況
で
す
。
稼
ぐ
と
す
れ

ば
特
産
品
販
売
し
か
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
特
産

品
販
売
に
力
を
注
い
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

意
見

一
般
会
計
の
ほ
う
も

中
間
報
告
よ
り
信
頼
性
の
お

け
る
、
詳
細
を
詰
め
た
も
の

が
で
き
る
よ
う
で
あ
れ
ば
提

示
・
報
告
を
お
願
い
し
た
い
。

企
画
振
興
課
長

一
般
会
計

も
削
れ
る
も
の
を
削
る
中
で

早
急
に
提
示
に
向
け
て
努
力

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
経
費

削
減
等
に
向
け
て
議
会
に
相

談
す
る
中
で
決
め
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問

こ
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
も
っ
て
町
民
へ
説
明
し

て
い
く
と
い
う
考
え
か
。

企
画
振
興
課
長

水
道
料
の

値
上
げ
と
か
、
国
保
税
の
追

加
と
か
、
直
接
住
民
に
関
わ

る
点
に
つ
い
て
仮
定
し
て
作

成
し
た
部
分
も
あ
り
ま
す
し
、

こ
れ
で
住
民
に
説
明
を
す
る

と
誤
解
を
生
じ
る
恐
れ
も
あ

り
ま
す
の
で
、
住
民
周
知
に

つ
い
て
は
も
う
し
ば
ら
く
待

っ
て
い
た
だ
き
、
財
政
と
協

議
し
な
が
ら
再
度
資
料
を
作

り
、
議
会
に
も
相
談
を
し
た

上
で
提
示
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

意
見

グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
は
、
何
年
か
前
か

ら
議
会
で
も
赤
字
を
な
く
し

て
頑
張
る
よ
う
に
と
再
三
要

望
を
し
て
き
た
が
、
15
年
度

も
９
５
５
万
円
と
い
う
赤
字

を
出
し
た
と
い
う
こ
と
で
残

念
で
な
ら
な
い
。
職
員
も
努

力
し
て
い
る
こ
と
は
十
分
承

知
し
て
い
る
が
、
改
革
し
て

い
く
べ
き
と
こ
ろ
は
改
革
し

て
前
進
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

町
長

グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

は
確
か
に
赤
字
が
出
て
い
ま

す
が
、
雇
用
の
問
題
等
で
町

民
の
多
く
の
人
を
雇
い
、
そ

の
人
た
ち
は
か
な
り
潤
っ
て

い
ま
す
。
何
千
人
と
い
う
人

が
使
っ
て
い
る
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
、
フ
ッ
ト
サ
ル
場
等
の
ス

ポ
ー
ツ
施
設
の
収
入
は
グ
リ

平
成
16
年
９
月
14
日

市
町
村
合
併
調
査
特
別
委
員
会

特別会計財政シミュレーションの中間報告については、全6会計について、

平成16年度から20年度までの5年間の財政シミュレーション結果が示され、

各会計の歳入歳出の見込み、各年度の収支を黒字にするための財政措置の

考えについて確認しました。

また、対象者数の増減見込みや施設の老朽化や破損等による修繕費の計

上等、仮定の現象をシミュレーションに反映させている点についても概ね

適正に処理されていることを確認し、下水道特別会計においては、事業計

画を平成17年度以降1億円前後に大胆に縮小するなど、町全体の財政計画

を意識した事業計画が立てられていることを確認しました。



県道富士吉田西桂線建設に向けた県道富士吉田西桂線建設に向けたスケジュースケジュール 県道富士吉田西桂線建設に向けた県道富士吉田西桂線建設に向けたスケジュースケジュール 

山梨県より県道富士吉田西桂線 
　　基本ルート及び計画幅員提示予定 

議会に対し、県道富士吉田西桂線 
　　基本ルート及び計画幅員説明 

第１回　隣接者及び地権者説明会 
　　　　　　　（倉見・上町） 

詳細設計完了後　第２回　地権者説明会 
　　　　　　　（倉見・上町） 

山梨県に詳細設計依頼 

工事着手（平成19年度以降） 

県道富士吉田西桂線促進に伴う 
　　西桂町道路建設委員会委嘱 
第１回　道路建設委員会 

10
月 

11
月 

県道富士吉田西桂線建設に向けた県道富士吉田西桂線建設に向けたスケジュースケジュール 県道富士吉田西桂線建設に向けたスケジュール 
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ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
会
計
に
入

っ
て
い
な
い
の
で
、
こ
れ
を

合
わ
せ
た
表
を
作
り
、
提
示

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

を
見
れ
ば
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
は
黒
字
で
い
い
な
と
い
う

こ
と
に
な
ろ
う
か
と
思
い
ま

す
。
私
と
し
て
は
、
削
る
も

の
は
削
り
、
よ
り
収
入
が
あ

る
も
の
は
計
画
し
て
で
き
る

だ
け
西
桂
は
合
併
し
な
い
で

い
き
た
い
と
い
う
考
え
で
い

ま
す
が
、
民
意
を
反
映
し
て

い
く
た
め
に
も
町
民
に
こ
れ

を
説
明
し
な
が
ら
判
断
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

意
見

努
力
を
続
け
て
20
年

度
ま
で
一
般
会
計
か
ら
も
繰

り
入
れ
な
い
で
済
む
よ
う
に

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

山梨県内の合併協議会等の設置状況 

 

  

甲府市 
山梨市 

  

牧丘町 

三富村 

塩山市 

勝沼町 

大和村 
 

 

中道町 
豊富村 
 

昭和町 
 

玉穂町 
 

 

 

芦川村 
 

 

三珠町 
 

市川大門町 
 

六郷町 
 

増穂町 
 

鰍沢町 
 

早川町 
 

身延町 
 

南部町 
 

甲斐市 

韮崎市 
 

明野村 

須玉町 

武川村 
 

白州町 

小淵沢町 

長坂町 
 

大泉村 
 高根町 

 

鳴沢村 

富士河口湖町 

西桂町 

富士吉田市 

忍野村 

山中湖村 

道志村 

都留市 

丹波山村 

小菅村 

上野原町 大月市 

 

 

笛吹市 

上九一色村 

南アルプス市 

田富町 
 

秋山村 

南アルプス市 H15.4.1 
（八田村、白根町、芦安村、若草町、 
櫛形町、甲西町 70,116人）    

都留市・道志村任意合併協議会 
（任意協・37,600人） 

新「南部町」H15.3.1 
（南部町、富沢町 10,863人） 

富士河口湖町 H15.11.15 
（河口湖町、勝山村、足和田村 22,595人） 

上野原町・秋山村 
合併協議会 
（法定協・30,157人） 

 
     

三珠町・市川大門町・六郷町 
合併協議会 
（法定協・18,854人）   

 

※人口は平成12年国勢調査による 

平成16年10月12日　現在 

H16.11.1 北杜市 
（明野村、須玉町、高根町、長坂町、 
大泉村、白州町、武川村 42,107人） 

笛吹市 H16.10.12  
（石和町、御坂町、一宮町、八代町、 
境川村、春日居町 70,435人） 

新「身延町」H16.9.13  
（下部町、中富町、身延町 18,021人） 

甲斐市 H16.9.1 
（竜王町、敷島町、双葉町 71,706人） 

東山梨地域合併協議会 
（法定協・76,722人） 

玉穂町・田富町・豊富村 
合併協議会 
（任意協・30,769人）   

山梨市・牧丘町・三富村 
合併協議会（法定協・39,797人） 

問

議
員
、
区
長
、
学
識
経

験
者
の
中
か
ら
20
人
以
内
を

も
っ
て
組
織
す
る
と
あ
る
が
、

割
合
に
関
す
る
町
の
考
え
は
。

建
設
課
長

町
で
は
議
員
を

６
名
程
度
、
全
区
長
５
名
、

学
識
経
験
者
５
名
の
計
16
名

を
考
え
て
い
ま
す
が
、
６
名

に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
７
名

に
な
ろ
う
と
全
然
構
い
ま
せ

ん
の
で
、
時
間
を
と
っ
て
審

議
し
て
く
だ
さ
い
。

意
見

上
町
を
通
る
か
ら
、

倉
見
を
通
る
か
ら
と
い
う
の

で
は
な
く
、
当
然
地
元
は
頑

張
る
の
だ
が
、
側
面
か
ら
と

い
う
こ
と
も
考
え
て
い
た
だ

き
、
全
体
的
に
大
き
な
局
面

で
10
人
全
員
に
し
て
は
ど
う

か
。

建
設
課
長

議
員
が
多
く
な

る
と
周
り
の
方
の
意
見
が
通

り
に
く
く
な
る
こ
と
も
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す

の
で
、
で
き
ま
し
た
ら
６
人

か
７
人
で
お
願
い
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
他
の
人
に
は
側

面
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問

学
識
経
験
者
で
農
業
委

員
以
外
に
お
願
い
す
る
考
え

は
な
い
の
か
。

建
設
課
長

現
在
の
と
こ
ろ

農
業
委
員
３
名
の
方
と
通
学

路
と
い
う
観
点
か
ら
小
中
学

校
の
校
長
先
生
２
名
の
方
を

考
え
て
い
ま
す
。
議
員
さ
ん

が
７
名
と
い
う
こ
と
に
な
れ

ば
区
長
さ
ん
５
名
は
決
ま
っ

て
い
ま
す
の
で
、
学
識
経
験

者
の
方
々
を
偶
数
に
し
て
採

決
に
支
障
の
な
い
よ
う
も
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

企
画
振
興
課
長

企
画
振
興

課
の
職
員
は
休
み
を
返
上
し

て
一
生
懸
命
努
力
し
て
い
ま

す
。
他
の
職
員
や
議
員
の
先

生
方
の
ご
助
言
な
ど
を
い
た

だ
き
な
が
ら
将
来
を
見
据
え

て
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ

た
対
応
を
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
お
力
添
え

を
お
願
い
し
ま
す
。

道
路
建
設
委
員
会
の

構
成
等
を
確
認

平
成
16
年
９
月
14
日

建
設
文
教
委
員
会
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西桂町議会では、議会だよりを通じて町

議会や町に望むこと、議会だよりを読んだ

感想などを募集しています。

皆さんの貴重なご意見・ご感想などを今

後の議会活動に反映させてまいりますの

で、積極的なご参加をお願いいたします。

答 答 意見 答 答 答 意見 答 意見 答 答 答 

意見 答 答 答 答 答 答 答 問 問 

予
算
が
ど
の
よ
う
に
使

わ
れ
た
の
か
解
説
し
て
。

７
ペ
ー
ジ
の
決
算
表
の

中
で
主
な
事
業
の
決
算

額
を
載
せ
ま
し
た
。
も
っ
と

解
説
を
増
や
せ
る
よ
う
に
心

が
け
て
い
き
ま
す
。

成
人
式
と
出
初
式
が
重

な
ら
な
い
よ
う
に
働
き

か
け
て
。

消
防
団
に
働
き
か
け
、

出
初
式
を
１
日
ず
ら
す

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ゴ
ミ
減
量
化
の
た
め
、

地
球
の
た
め
、
生
ゴ
ミ

を
処
理
す
る
機
械
を
設
置
し

た
ら
。小

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

と
い
き
い
き
健
康
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
は
設
置
済
み
で

す
。
町
で
は
家
庭
向
け
の
電

動
生
ゴ
ミ
処
理
機
、
生
ゴ
ミ

処
理
ボ
ッ
ク
ス
購
入
者
に
対

す
る
補
助
も
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、
詳
細
は
住
民
福
祉
課

に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

小
学
生
や
幼
児
の
話
題

も
増
や
し
て
ほ
し
い
。

議
会
に
直
接
関
わ
ら
な

い
の
で
難
し
い
で
す
が
、

で
き
る
だ
け
裏
表
紙
の
フ
ォ

ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
で
掲
載

し
ま
す
。

も
う
少
し
身
近
な
内
容

も
取
り
入
れ
て
。

議
会
活
動
の
報
告
が
目

的
の
広
報
で
す
が
、
よ

り
楽
し
い
紙
面
作
り
を
心
が

け
て
い
き
ま
す
。

駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
を

春
だ
け
で
な
く
秋
に
も

実
施
で
き
な
い
か
。

「
駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
」

は
Ｊ
Ｒ
並
び
に
富
士
急

行
と
の
共
催
事
業
で
す
。
今

後
、
三
ツ
峠
の
紅
葉
や
富
士

見
散
策
路
な
ど
町
の
特
色
を

生
か
し
た
秋
の
イ
ベ
ン
ト
に

つ
い
て
も
関
係
機
関
と
協
議

し
て
ま
い
り
ま
す
。

議
員
の
質
疑
応
答
の
際

の
議
員
名
を
明
記
し
て
。

全
議
員
で
協
議
し
、
前

向
き
に
検
討
し
て
い
ま

す
。
議
会
の
傍
聴
や
会
議
録

の
閲
覧
も
で
き
ま
す
の
で
、

積
極
的
に
活
用
願
い
ま
す
。

意見 答 

答 答 

「
み
ん
な
の
声
」
の
ご
意
見
・
ご
質
問
に
回
答
い
た
し
ま
す
。

お

答

え

し

ま

す

お

答

え

し

ま

す
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読
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の
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る
ま
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だ
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ま
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読
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だ
る
ま
ち
ゃ
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興味のある方、加入をお待ちしています

（
取
材
　
滝
口(

新)

・

宮
下
）

読み聞かせを行う会員の皆さん

問

正
式
な
団
体
名
と
名
前

の
由
来
を
教
え
て
下
さ
い
。

鈴
木
さ
ん

読
み
聞
か
せ
の

会
だ
る
ま
ち
ゃ
ん
で
す
。
だ

る
ま
石
か
ら
命
名
し
ま
し
た
。

問

い
つ
か
ら
活
動
を
し
て

い
る
の
で
す
か
。

鈴
木
さ
ん

平
成
13
年
10
月

か
ら
教
育
・
文
化
面
で
関
わ

っ
て
い
く
た
め
に
始
め
ま
し

た
。

問

会
員
数
と
活
動
内
容
を

教
え
て
下
さ
い
。

鈴
木
さ
ん

会
員
数
は
10
名

で
、
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん

方
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
１
歳

児
・
２
歳
児
を
対
象
と
し
た

す
く
す
く
育
児
相
談
で
パ
ネ

ル
シ
ア
タ
ー
や
絵
本
を
読
ん

だ
り
す
る
他
、
７
ヶ
月
の
乳

児
の
お
母
さ
ん
を
対
象
に
ブ

ッ
ク
ス
タ
ー
ト
の
推
進
を
し
、

ま
た
小
学
校
に
月
１
回
出
向

い
て
本
の
読
み
聞
か
せ
を
行

っ
て
い
ま
す
。

問

活
動
す
る
上
で
苦
心
さ

れ
て
い
る
点
は
。

小
野
田
さ
ん

会
費
も
な
く
、

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
年
間

５
千
円
の
補
助
を
受
け
て
い

る
だ
け
で
、
鈴
木
先
生
所
蔵

の
本
や
紙
芝
居
を
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
町

か
ら
補
助
を
い
た
だ
き
本
等

購
入
し
て
い
き
た
い
で
す
。

問

今
後
の
目
標
は
。

鈴
木
さ
ん

町
の
人
が
皆
本

を
好
き
に
な
る
よ
う
に
、
ま

た
、
中
学
生
や
高
校
生
に
活

動
を
Ｐ
Ｒ
し
て
、
そ
の
子
ど

も
達
か
ら
よ
り
低
学
年
の
子

ど
も
達
に
伝
え
ら
れ
た
ら
と

思
い
ま
す
。

問

役
場
と
町
民
に
お
願
い

す
る
こ
と
は
。

鈴
木
さ
ん

中
学
校
の
多
目

的
ホ
ー
ル
を
有
効
活
用
し
た
、

教
養
を
高
め
る
よ
う
な
文
化

的
、
芸
術
的
分
野
で
の
行
事

を
開
い
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

坪
さ
ん

中
学
校
の
図
書
館

を
開
放
し
て
活
動
の
場
に
し

て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

小
野
田
さ
ん

も
っ
と
多
く

の
お
母
さ
ん
方
に
入
っ
て
い

た
だ
き
た
い
し
、
で
き
れ
ば

お
父
さ
ん
方
に
も
入
っ
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
。

問

議
会
に
望
む
こ
と
は
。

鈴
木
さ
ん

行
事
の
時
に
顔

を
見
せ
る
だ
け
で
な
く
、
普

段
か
ら
活
動
の
実
態
を
見
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問

議
会
だ
よ
り
は
読
ん
で

い
ま
す
か
。

坪
さ
ん

議
会
だ
よ
り
と
い

う
名
前
を
な
じ
み
や
す
い
も

の
に
替
え
て
ほ
し
い
で
す
。

代
　
表
　
鈴す

ず

木き

孝ゆ
き

子こ

役
　
員
　
小
野
田

お

の

だ

恵
め
ぐ
み

同
　
　
坪つ

ぼ

敦あ
つ

子こ

その22

9
月
定
例
会
日
程

９
月
３
日
議
会
運
営
委
員
会

10
日
本
会
議
開
会

◇
町
長
所
信
表
明

◇
町
長
議
案
一
括
上
程

（
議
案
37
〜
42
、

承
認
７
〜
13
）

一
括
説
明

◇
決
算
監
査
報
告

一
括
質
疑

◇
各
常
任
委
員
会
付
託

連
合
審
査
会

付
託
議
案
審
査

14
日
◇
市
町
村
合
併
調
査
特
別

委
員
会
事
務
調
査

◇
建
設
文
教
委
員
会
事
務

調
査

17
日
連
合
審
査
会

付
託
議
案
審
査

24
日
本
会
議
再
開

◇
委
員
会
事
務
調
査
報
告

◇
付
託
議
案
総
務
委
員
長

報
告

（
議
案
37
〜
41
、

承
認
７
〜
11
）

◇
付
託
議
案
建
設
文
教
委

員
長
報
告

（
議
案
42
、
承
認
12
〜
13
）

一
括
質
疑
・
討
論
・
採

決
◇
町
長
議
案
上
程

（
同
意
２
〜
４
）

一
括
説
明
・
一
括
質
疑

討
論
・
採
決

陳
情
３

民
間
保
育
所
運
営
費
等

の
補
助
負
担
確
保
の
要
望
書

○
提
出
者

・
山
梨
県
保
育
所
連
合
会

・
南
都
留
郡
保
育
所
連
合
会

○
要
旨民

間
保
育
所
運
営
費
や
施
設

整
備
費
等
へ
の
国
庫
補
助
負
担

金
の
堅
持
を
要
望
す
る
。

あなたの請願・陳情は
全議員に配布しました



ご苦労様でした

今
年
は
６
月
中
旬
よ
り
暑

さ
と
台
風
に
見
舞
わ
れ
ま
し

た
が
、
農
作
物
に
は
た
い
し

た
被
害
も
な
く
収
穫
の
秋
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

日
本
経
済
は
原
油
の
高
騰
と

中
国
経
済
の
減
速
に
よ
り
景

気
の
動
向
が
心
配
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
す
。

さ
て
、
９
月
定
例
議
会
も

終
り
議
会
だ
よ
り
45
号
が
皆

様
の
ご
家
庭
に
お
届
け
で
き

る
頃
に
は
稲
扱
き
も
終
り
秋

本
番
の
季
節
と
な
り
、
山
々

は
美
し
き
紅
葉
に
変
身
し
て

い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
れ

か
ら
日
に
日
に
寒
さ
に
向
か

う
た
め
健
康
に
は
十
分
ご
留

意
く
だ
さ
い
。
編
集
に
対
す

る
皆
様
の
ご
意
見
ご
感
想
等

を
お
寄
せ
を
願
い
参
考
に
さ

せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
わ
か

り
や
す
く
、
読
み
や
す
い
編

集
に
努
力
い
た
し
ま
す
。

（
渡
辺
）

編
集
委
員
長
　
渡
辺
　
正
一

副
委
員
長
　
滝
口
新
一
朗

委
　
　
員
　
小
林
　
隆
芳

委
　
　
員
　
宮
下
　
友
義

委
　
　
員
　
梅
原
　
和
男

発行人／西桂町議会議長　郷田 和美　　　　編集／西桂町議会広報編集委員会

西 桂 

メ
モ 

小佐野教育長には、

平成11年4月に就任さ

れて以来、５年６ヶ月

にわたり、町の教育行

政推進のためにご活躍

をされました。

この間、明るくたく

ましい西桂っ子の育成

に努められるとともに、

平成11年度には小中学

校の教育用パソコン機

器の入替、平成13年度には小学校に防犯カメラ設置、

また、平成15年度には中学校新校舎建設工事等、過渡

期を迎えた町の教育施設の整備に邁進され、教育行政

の執行責任者として教育委員会を支え、その行政手腕

は卓越したものがありました。

本当に長い間、ご苦労様でした。

なお、後任には前総務課長の郷田盛直氏が就任

いたしました。 （関連記事４ページ）おことわり
クロスワードパズルはお休みさせていただきます
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退任される小佐野岩夫 氏

ご苦労様でした


